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お　わ　り　に

着ぐるみや紙芝居などを活用した防犯教室（和歌山県）

　　近年、子どもを被害者とする痛ましい事件が相次いで発生しています。また、私たちの身の回り

で「声かけ」事案を頻繁に耳にするようになりました。

　私が暮らしたことがある英国では、保護者が小学生の登下校に付き添うのは当たり前です。さらに

は付き添わないで子どもを危険にさらすのは児童虐待とされます。子どもが狙われているのです。幸

い、日本ではまだ、登下校に保護者が付き添わなければならない状況には至っていません。しかし、

ほうっておくと、日本も英国のようになってしまうことは十分考えられます。子どもたちを犯罪から

守ること、そして子どもたちの元気な声がまちかどに、村の広場に溢れていること、それは子どもに

とっても大人にとっても幸せな日常ではないでしょうか。「子どもたちをどのように犯罪被害から守

るのか」、このことが、今社会が取り組まなければならない重要なテーマとなっています。

　本研究会のタイトルは「子どもに対する被害防止教育に関する調査研究」であり、研究会に与えら

れた課題は子どもを犯罪被害から守るための、今もっとも有望な方法である子ども防犯教室の現状と

課題を調査研究することでした。しかし、われわれは明らかに課題から逸脱してしまいました。調査

研究の過程で、目の前の子ども防犯教室を効果的に行うために、現場では今すぐに使える防犯教室の

具体的な指針と具体的なノウハウが強く求められていることを知ったのです。われわれは、調査研究

を行うよりも、効果的な防犯教室のあり方・考え方とそれを行うための具体的な方法を提示すること

を新たな課題としました。

　このようないきさつで生まれた本書はできるかぎり具体的で簡潔に子ども防犯教室の目的を提示

し、そして同じくできるだけ具体的で簡潔に子ども防犯教室のマニュアルを提供することを心がけま

した。本書を読まれた皆さんが、子ども防犯教室の第一線で本書を活用していただけることが私たち

の願いです。
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